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執
筆
者
略
歴

熊
本

史
雄
（
く
ま
も
と

ふ
み
お
）

駒
澤
大
学
文
学
部
教
授

筑
波
大
学
大
学
院
歴
史
・
人
類
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
修
了
、
博
士
（
文
学
）。

研
究
業
績
に
『
大
戦
間
期
の
対
中
国
文
化
外
交
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
三
年
）、

『
幣
原
喜
重
郎
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
一
年
）、『
近
代
日
本
公
文
書
管
理
制

度
史
料
集
』（
共
編
、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

金
田

敏
昌
（
か
ね
だ

と
し
ま
さ
）

外
交
史
料
館
主
査
（『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
室
）

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
研
究
業

績
に
「
出
所
を
躊
躇
う
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
―
外
交
史
料
館
新
規
公
開
文
書
の
襞
」（『
大

阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
一
八
号
、
二
〇
二
一

年
）、「
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
戦
争
犯
罪
裁
判
関
係
資
料
』
の
形
成
過
程
と
Ｂ
Ｃ

級
戦
争
裁
判
研
究
の
可
能
性
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
九
三
〇
号
、
二
〇
一
五
年
四

月
）
な
ど
。

（
略
歴
は
寄
稿
時
）
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編

集

後

記

本
号
で
は
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
三
月
二
五
日
に
熊
本
史
雄
駒
澤
大
学
教

授
を
お
招
き
し
て
開
催
し
た
研
究
会
「
外
交
文
書
と
外
交
史
研
究
―
拙
著
『
近
代

日
本
の
外
交
史
料
を
読
む
』
に
即
し
て
―
」
の
記
録
を
冒
頭
に
掲
載
し
ま
し
た
。

本
研
究
会
で
は
、
外
交
史
研
究
の
方
法
論
と
し
て
の
「
史
料
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

と
い
う
手
法
を
駆
使
し
て
外
交
文
書
を
「
読
む
」
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
外
交
史

像
が
描
け
る
の
か
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
記

録
を
ご
報
告
後
の
質
疑
応
答
と
併
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
日
本
外
交
文
書

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
へ
の
加
入
』
上
・
下
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
（
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
）
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
か

ら
、
仮
加
入
を
経
て
正
式
加
入
に
至
る
交
渉
過
程
に
関
す
る
採
録
文
書
の
概
要
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
本
号
で
は
、
戦
後
外
交
記
録
に
関
す
る
活
動
報
告
や
論
文
を
集
中
的
に
掲

載
し
ま
し
た
。

活
動
報
告
と
し
て
は
、
近
年
当
館
で
公
開
が
進
ん
で
い
る
「
戦
後
条
約
書
」

の
公
開
状
況
及
び
、
戦
後
外
交
記
録
の
展
覧
会
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
お
け
る
活
用
事

例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
館
の
取
組
み
と
し
て
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
へ
の
戦
後
外
交
記
録
の
画
像
提
供
の
現
状
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

当
館
に
な
か
な
か
足
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
介
し
て
当
館
の
史
料
を
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
ま
た
、
在
英
日
本
大
使
館
と
連
携
し
た
当
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
活
動
も

紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

論
文
と
し
て
は
、
金
田
敏
昌
主
査
が
「
外
務
省
外
交
史
料
館
が
所
蔵
す
る
「
戦

犯
フ
ァ
イ
ル
」
八
六
四
件
の
来
歴
」
と
し
て
、
主
に
戦
犯
の
釈
放
問
題
に
関
す
る

渉
外
記
録
が
収
め
ら
れ
た
当
館
所
蔵
の
「
戦
犯
フ
ァ
イ
ル
」
の
公
開
状
況
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
同
記
録
文
書
の
内
容
分
析
を
通
じ
て
、
そ
の
来
歴
と
特
性
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
対
日
戦
犯
裁
判
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
論
考
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

以
上
『
外
交
史
料
館
報
』
第
三
六
号
の
概
要
に
つ
き
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

本
号
刊
行
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
掲
載
論
文
な
ど
の
論
旨
は
、
執
筆
者
個
人
の
見
解
で
あ
っ
て
、
外
務
省

の
公
式
見
解
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〉

外
交
史
料
館
報

第
三
六
号

令
和
五
年
三
月
二
二
日

編
集
発
行

外
務
省
外
交
史
料
館

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
―
五
―
三

電
話

〇
三
―
三
五
八
五
―
四
五
一
一

印

刷　
　

株
式
会
社
ハ
ッ
プ

東
京
都
江
戸
川
区
松
江
一
―
十
一
―
三


